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＜連絡事項＞

· 12/8（月）～12/10（水）が当院の夜間救急当番になっています。

・薬物中毒と思われる者に係る情報提供が医療薬務課より通知がありました。
各病棟において夜勤チーフをするスタッフへの周知をお願いします。
・平成２１年度の日本精神科看護技術協会会員募集のメールが佐々木JGMより来ています。

入会すると
・毎月精神科看護専門機関紙が届きます。

・研修会、学会への参加ができます。

・看護業務の法的な助言を得ることが出来ます。（顧問弁護士より）

・ホームページで会員専用ページの利用ができます。

・賠償保険制度（別料金）に加入することが出来ます。
具体的な協会活動内容、不明点、パンフレット希望の方は、佐々木JGMの方まで
連絡するよう願いします。

・院長より外来患者様　藤澤萌美様の対応について指示ありました。
藤澤　萌美（ふじさわ　めぐみ）様　24歳　病名：不安障害　担当：田名部Dr

対応についての指示（ルール）の周知徹底、対応をお願い致します。
１、あちこちの医療機関を勝手に受診するのであれば、当院はかかりつけ医とはな　

　　れない、診療できない事、夜間の入院は出来ない事、当院受診継続する際は、　　

正規の時間での受診をする事。

２、本人が興奮・パニックになっても生命への危険ないこと、周囲できちんと対応　

　　してもらう事。

３、入院加療は本人が同意しなければ入院できず、強制入院させられない事

　　をお母様へ伝えるよう指示あり。

※チーフや電話対応する方は、このように対応して頂くよう統一をお願い致します。　　
＜週間予定＞

12/8（月）　心電図検査施行

12/9（火）　採血・尿検査

12/10（水）　13：30～退院療養会議　

　　　　　　　17：30～看護グループ研修（夜間の外来時の対応）

12/11（木）　17：30～看護グループ研修（プロセスレコード）

12/12（金）　食事サービス委員会　モップ出し

＜患者様連絡事項＞

・駒木　洋士様～本日8：50～16:00迄、家族交流と図書館利用の目的にて外出され

ています。また、カミソリを持参し替え刃を購入するとの事です。

帰院時にはカミソリを確認し、スタッフ預かりとなります。

· 柳杭田　かつ子様～本日主治医へ尿検の結果を報告しています。尿検時に白血球

　　　　　　　　　　（2+）あるが、排尿時痛や頻尿等の訴えはない為、様子観察

の指示あります。また、採血にてFPGが150であるが食後値

である為、ブドウ糖（+）で出ているが様子観察との事です。

間食等の制限はありません。

主治医より間食の制限はありませんが、おやつやコーヒーの要求の頻回さ、飲みすぎによる体調不良が考えられる為、

ジュース類や菓子など11時･15時30分･20時の3回と決めています。パン類は15時30分に渡すようにして下さい。本人には説明していますが、頻回におやつ要求と妄想に左右された発言聞かれており、その都度説明しています。

引き続き、異常体験に左右された発言が聞かれた際は現実検討促しと、統一した関わりをしていきましょう。

・井上　和美様～昨日ご家族の面会があり、障害者手帳や保険証等持ち帰って頂き、保管して頂く事にしています。お正月外泊については、ご家族の娘様のお産とお重なるかもしれないとの事で、お正月外泊は難しいと話されています。一応2泊3日の外泊は考えているとの事で、後日連絡をくれるそうです。主治医に報告し許可を頂く事を伝え

　　　　　　　　ています。

・清水頭　翼様～昨日ご家族（両親）の面会に来られています。本人からもお正月外泊が許可になった事話されています。その前に1泊2日の外泊をしてみても良い事を説明、また、スタッフへの挨拶して表情も良くなってきている事を伝えています。お正月前の外泊訓練として、12/13（土）17：00～12/14（日）17：00まで希望があり、主治医より許可になった場合には、連絡する事を伝えています。　お正月外泊については、後日連絡があるそうです。

　　　　　　　　本日、風邪症状（喉の痛み、鼻汁）があり、総合感冒薬PL3.0　

3×ndE　3日分処方となっています。（12/10夕食後まで）バイタルサインの異常はみられず、日課等への支障もみられませんが、引き続き症状の観察を行って下さい。

・清川　厚子様～12/20（土）17：00～12/21（日）17：00まで、買い物・会食を目

的として外泊訓練の希望があります。また、お正月外泊では、

12/31（水）10:00～1/3（土）17：00まで外泊訓練を希望されて

います。診察時主治医へ確認していきしょう。

· 大上　なみ様～②PL3Ｐ　3×ndE　3日分継続処方

· 大下　良悦様～小青竜頭3Ｐ　3×ndE2日分継続処方
· 浅野　秀子様～PL3.0　3×ndE 2日分継続処方

· 戸賀沢　潔様～小青竜頭3Ｐ　3×ndE 2日分継続処方
· 清川　厚子様～PL3.0　3×ndE 2日分継続処方

上記患者様以外にも風邪症状を訴え、風邪薬を服用されているかたが増えてきています。症状の観察も重要ですが、症状の悪化や風邪を蔓延させないよう手洗いうがいを徹底し、環境調整もしていきましょう。

【三上　勇様の事故について】

・医療事故対策管理委員会の佐々木JGMを交えて、事故分析検討を行っています。

・事故内容：12/1（月）の15：40の作業終了後の移動中、5階から4階の階段にて

降りようとした際、一歩目から足を踏み外して階段を滑り落ちる。

　・転倒・転落アセスメントスコアシートを確認し、今後の対策について検討

A：年齢～51歳　

B：既往歴～転倒した事がある　

C：身体的機能障害～骨、関節の異常（拘縮、変形など）　筋力の低下　ふらつき

D：精神的機能障害～見当識障害　判断力、理解力、注意力の低下

　E：活動状況～姿勢の異常

　F:薬剤～向精神薬（睡眠薬除く）　抗パーキンソン薬

　G:排泄～夜間トイレに起きる

※事故を最小限にする為にどうするか？

· 履物に注意して確認し、移動時は必ずズックに履き替える。

· 判断力や瞬発力、刺激に対しての対応力が低下している為に、本人のプライド・自尊心を傷付けない様介入する。

· 危険を予知した対応。

· 移動時のエレベーター使用について検討。

· 事故を最小限にする為、見守りの具体化。

· 継続的な訓練評価をしていく。　　　　　　　　

※今までと同じ対応では、また事故に繋がる恐れがある為、本人の判断力、理解力、注意力が低下している事を考慮し、ケアプランを再検討していく。

















































